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1. 最近 テクスチュロメーターな どに よる各種食 品の

テクスチャーの測 定か盛 んに行 なわれるようになっ てき

たが，静的 な粘柵 性測 定器に よる場 合，似かよっ た食品

群につい ては，それぞれに適 する測 定器によって検討 さ

れ てい る程度で，広範囲の食品についてテクスチ ャーの

測定 が行な われ てい るこ とは殆んどない。そこで演者ら

は前報( 第32回関西支部研究発表会）に於い て発表し た

自作 の固形食 品用 の粘冊^生測定機に よっ て各種食 品のテ

クスチャーの測定 の方法を検討し てみた。

2. 加重子として先端が ８ｍｍ の円板状 のものと2.8

ｍｍ のプ ランジ ャー形 のものを用い ，鎖 によっ て加重速

度2kgﾉmin と500g/min で加重し ，こ れに より得 られ

る荷重一一 変形 曲線 と，適当な分銅を用いて加重し，一

定時間後除去し た時に得られ る時間一一一一一変形 曲線 より各

種食品の テクスチャ ーの検討を試み た。

3. 本 実験に使用し た自作 の測定器 でもかな りの食 品

のテクスチャーを判断 することが出来 るが，すべ ての固

形 状食 品のテクスチャーを解 明する た め に は最 大荷重

2.5kg 程度 ではやや 困難 であ る。

食 品のテクスチャーとして最も重 要な硬さは，一 般に

行な われてい るよ うな応力- 歪曲線の立上 りの傾斜だ

けが関連ず るのではな く，食品の破壊強度 も影響す る。


